
こうした取り組みの中心として活躍するのが専
務取締役の山上裕一朗さんです。裕一朗さんは
東京の大学を卒業後、大手工作機械メーカーに
勤務していましたが、故郷でものづくりをしたいと
平成23年にＵターン、平成30年６月には地域に
人を呼び込むため廃校舎を利用してアンテナ
ショップ「ＴＳＫＯＯＬ（ツクール）」を開設し、地域
の活性化に取り組んでいます。
裕一朗さんは「今後は椅子の輸出拡大に取り
組む。山上木工のモノづくりにかける思いを世界
に発信したい。」と語ってくれました。
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株式会社山上木工は林業が盛んな津別町で
無垢材を中心とする木製家具や建具、特殊加
工、複雑なオブジェの制作など多様な事業を展
開するとともに、平成24年に自社ブランドの「ＩＳ
Ｕ－ＷＯＲＫＳ（イスワークス）」を立ち上げ、美し
いデザイン力と機能性を備えた椅子を全国60
店舗で販売するとともに、フランスや香港に輸
出しています。

機械力と職人技を融合した木工品づくりで世界に羽ばたく
株式会社山上木工（津別町）

工場では早くからコンピュータ制御のＮＣ加工設備の
導入を進め、複雑で精度の高い加工を可能とする機械
力と、きめ細やかな仕上げを行う職人技を融合すること
で、高品質の木工製品を安定的に効率良く生産すると
ともに、優れた特殊加工の技術が口コミで全国に広がり、
新千歳空港内の木製クマの削り出し加工、九州新幹線
「さくら」の座席取手部材、東京ヒルトンホテル内のチャ
ペルベンチなど数多くのプロダクトに携わっています。

７月13日（土）ＴＳＫＯＯＬで夏の木工品教室を
開催します。詳細はホームページをご覧くださ
い。 https://www.tskool.jp/

最新鋭の３Ｄ加工機械

旧活汲小中学校の校舎をＴＳＫＯＯＬへ

機械力と職人技が生み出す美しく機能的な椅子

チャペルベンチの特殊加工

山上 裕一朗さん
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編集後記 今年もオホーツクに夏がやってきました。夏まつりや花火大会などのイベントも盛りだ
くさん。なかでも一番楽しみにしているのは女満別湖畔のしじみ採りです。（かし）

お知らせ

８月６日（火）・７日（水）に「夏休み
子ども体験デー」を「オホーツク木のプラ
ザ」で開催します。
今年も「ヒンメリ作り」「タマネギで染

色」などのコーナーを用意しています！
夏休みの自由研究にもぴったりです！
みんな来てね♪

タマネギの皮を使っ
て、染色体験をして
みよう！

昨年の様子

小麦のワラを使った立
体アートを作ってみよ
う！

竹とんぼや木を
使った飾りを作っ
てみよう！

あまい砂糖は、どのよ
うにできているのか考
えてみよう！

安藤初男さんは美幌町で農業を営みながら、自ら設立したケア
ファームの農園で、北見市のNPO法人に通う障がい者を受け入れ
て、農作業の指導をしながら障がい者の活躍の場づくりに取り組ん
でいます。農園ではかぼちゃ、キャベツ、白菜、大根などの野菜や
大豆、小豆、金時、白花豆をつくり、障がい者は主に収穫作業を
行っています。
安藤さんは「黙々と農作業をする子、すぐに飽きてしまう子など

様々であるが、外で自然や土に触れあうことが好きで、みんな農園
に来るのを楽しみにしている。農福連携を進めるには、ヨーロッパが
発祥のソーシャルファームのように、農産物の生産に加えて加工品
づくりやレストラン事業などをビジネスとして展開することで、持続的
に障がい者の働く場をつくることが出来る。」と語ってくれました。

農福連携 農園で障がい者の活躍の場をつくる

ケアファーム ラップランド美幌（美幌町）

体験コーナーの一部をご紹介！

↑草取り作業の様子↓


